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防 災 ・ 防 犯

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
に
お
い
て
、
今
後
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
市
で
は

こ
う
し
た
高
齢
者
の
生
活
の
実

態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
対

応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
対
応
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
問
う
。

答
　

民
生
委
員
が
行
う
友
愛
訪

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
ど
う
対
応

民
生
委
員
や
地
域
の
つ
な
が
り
を
活
用

高齢者支援

問
の
対
象
に
は
約
２
千
人
の
登

録
が
あ
り
、
月
１
回
か
ら
３
回

の
訪
問
で
安
否
確
認
や
生
活
上

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
行
政
の
目
が
届
か
な
い
、

孤
立
し
た
高
齢
者
に
は
、
民
生

委
員
、
地
域
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
協
働
で
進
め
る
地
域
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
、
サ
ロ
ン

活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
て

い
く
。

坂
下
し
げ
き
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

本
市
も
高
齢
社
会
を
迎
え
、

市
民
が
望
む
事
業
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
市
民
意
向
調
査
を

踏
ま
え
、
将
来
の
財
政
負
担
を

考
慮
し
、
施
設
入
所
を
希
望
す

る
人
の
要
望
に
応
え
る
施
設
整

備
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
計
画
的
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
い

か
に
施
策
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

市
民
意
向
調
査
を
ど
う
反
映
さ
せ
る

施
設
整
備
や
在
宅
介
護
の
充
実
図
る

高齢者支援

答
　

調
査
結
果
は
、
老
人
保
健

福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
際
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
目
標
等
に
更
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
工
夫
す
る
。
ま
た
、

施
設
入
所
希
望
者
の
多
く
が
家

族
介
護
の
負
担
軽
減
を
理
由
に

挙
げ
て
い
る
た
め
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

佐
藤
義
一
議
員
（
市
民
連
合
）

　

最
近
、
本
市
で
ひ
っ
た
く
り

被
害
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
市

は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

新
聞
に
よ
る
と
、
ひ
っ
た
く
り

の
常
習
犯
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、

数
年
で
社
会
復
帰
す
る
と
聞
く
。

警
察
に
ば
か
り
頼
る
の
で
は
な

く
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
防
犯
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

頻
発
す
る
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
対
応
は

警
察
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
展
開
す
る

防 犯 対 策

答
　

ひ
っ
た
く
り
は
雇
用
情
勢

の
悪
化
な
ど
か
ら
本
市
で
も
増

加
し
て
い
る
。
対
応
と
し
て
は
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拡
充
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
の

施
策
の
他
、
自
転
車
の
前
カ
ゴ

ネ
ッ
ト
、
バ
ッ
グ
の
持
ち
方
等

各
人
の
心
が
け
と
対
応
が
効
果

的
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

引
き
続
き
警
察
と
連
携
し
た
啓

発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

災
害
時
に
は
、
行
政
機
能
が

ま
ひ
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域

住
民
相
互
の
自
治
機
能
が
重
要

と
考
え
る
。
中
心
的
な
避
難
場

所
と
な
る
学
校
を
機
軸
と
し
た

地
域
の
協
力
体
制
と
し
て
、
小

学
校
防
災
拠
点
構
想
の
確
立
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
例
に

と
っ
て
も
、
災
害
時
の
公
的
支

小
学
校
防
災
拠
点
構
想
の
確
立
必
要

地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
積
極
的
に
推
進

災害時の自治機能

援
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

平
常
時
に
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

近
く
に
住
む
市
職
員
等
が
地
域

防
災
拠
点
運
営
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
実
情
に
合
っ
た
防
災

訓
練
の
実
施
や
防
災
計
画
立
案

に
よ
り
、
地
域
防
災
力
を
高
め

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
で
、

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
取
り
組

み
も
進
む
と
考
え
て
い
る
。

中
山
幸
紀
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

千
葉
県
立
市
川
北
高
等
学
校

は
、
平
成
22
年
度
に
閉
校
す
る

と
聞
く
。
跡
地
利
用
と
し
て
、
耐

震
改
修
済
み
の
校
舎
に
保
育
園
、

一
時
保
育
、
保
育
ク
ラ
ブ
等
の

保
育
施
設
を
設
置
で
き
な
い
か
。

既
存
施
設
の
活
用
は
、
経
費
の

軽
減
と
課
題
と
な
っ
て
い
る
待

機
児
童
を
解
消
す
る
良
い
機
会

で
あ
る
。
保
育
施
設
設
置
の
考

校
舎
を
活
用
し
保
育
施
設
の
設
置
を

県立市川北高等学校跡地利用

え
を
問
う
。

答
　

閉
校
後
の
校
舎
利
用
は
、
改

修
費
用
面
な
ど
を
考
慮
し
、
校

舎
の
形
態
を
生
か
せ
る
計
画
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

校
舎
の
一
部
を
保
育
施
設
等
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設

へ
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
が
、

現
在
、
同
校
は
県
所
有
の
た
め
、

県
を
含
め
て
跡
地
利
用
の
全
体

計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

大
和
田
、
稲
荷
木
地
区
の
住

民
は
、
京
葉
道
路
に
よ
り
南
北

の
行
き
来
が
不
便
で
あ
る
上
、

外
環
道
路
に
よ
っ
て
更
に
分
断

さ
れ
、
特
に
稲
荷
木
地
区
は
袋

地
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
多
く
の
家
屋
や
公
園
が

計
画
道
路
に
抵
触
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
代
替
地
も
見
え
て

こ
な
い
。
こ
の
地
区
の
街
づ
く

道
路
に
よ
る
街
の
分
断
へ
の
対
策
は

生
活
道
路
の
確
保 

進
め
て
い
き
た
い

大和田、稲荷木地区の街づくり

り
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

分
断
施
設
は
、
本
市
が
外

環
道
路
の
受
入
れ
を
回
答
し
た

際
に
提
出
し
た
９
分
類
22
項
目

に
つ
い
て
、
事
業
者
が
こ
れ
に

沿
っ
て
検
討
し
、
都
市
計
画
決

定
内
容
等
に
反
映
し
た
と
認
識

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

生
活
道
路
の
確
保
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
は
市
が
中
心
と
な
っ

て
協
議
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
緑
風
会
）

　

国
府
台
病
院
敷
地
内
に
あ
る

旧
伝
染
病
院
隔
離
病
舎
跡
地
は
、

本
市
が
所
有
し
て
い
る
が
、
跡

地
活
用
に
つ
い
て
病
院
と
の
協

議
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
病
院
に
隣
接
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
が
老
朽
化
し
駐
車
場
不
足

も
生
じ
て
い
る
。
再
整
備
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

跡
地
活
用
の
協
議
状
況
は

病
院
南
側
の
土
地
の
一
部
と
交
換
に
合
意

旧伝染病院隔離病舎跡地

答
　

跡
地
に
つ
い
て
は
、
国
府

台
病
院
南
側
の
土
地
の
一
部
と

交
換
す
る
基
本
合
意
書
を
病
院

と
取
り
交
わ
し
た
。
現
在
、
跡

地
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
等
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
交
換
用
地
の
活

用
を
含
め
、
関
係
部
門
、
関
係

機
関
と
協
議
し
改
善
案
を
検
討

し
て
い
く
。

プ
リ
テ
ィ
長
嶋
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

市
川
駅
南
口
再
開
発
事
業
に

お
け
る
風
害
対
策
の
現
況
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
、
商
業
施
設
は
空
き
店
舗
が

多
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ

て
お
り
、
活
性
化
を
望
む
経
営

者
の
声
を
聞
く
。
再
開
発
事
業

を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
活
性
化

を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

風
害
対
策
は
模
型
実
験
に

風
害
の
現
状
や
商
業
活
性
化
対
策
は

計
画
通
り
に
進
捗
す
る
よ
う
努
め
る

市川駅南口再開発

よ
り
計
画
し
て
き
た
植
樹
と
ひ

さ
し
の
設
置
等
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
が
、
樹
木
の
生
育
が
遅

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
施
工

者
に
対
応
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

　

ま
た
、
商
業
施
設
の
活
性
化

の
た
め
に
も
、
計
画
通
り
に
駅

前
広
場
の
工
事
を
進
め
た
い
と

考
え
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
管
理
組
合
と

相
談
し
て
い
く
。

県
を
含
め
て
全
体
計
画
の
中
で
検
討

県
立
市
川
北
高
等
学
校

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

平
成
18
年
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
よ
り
、
介
護
の
社
会

化
に
逆
行
し
て
在
宅
介
護
の
割

合
が
増
え
て
い
る
。
在
宅
介
護

を
支
え
る
家
族
を
支
援
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

支
援
や
課
題
と
地
域
力
を
高
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
等
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

介
護
者
支
援
は
、
介
護
者

も
含
め
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
要
介
護
者

及
び
介
護
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

カ
ー
も
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
等

を
行
っ
て
お
り
、
活
動
状
況
を

社
会
福
祉
審
議
会
に
報
告
し
、

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

介護者支援
在宅介護を支える介護者の支援策は

地域包括支援センターを中心に展開

ま ち づ く り

福 祉


